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はじめに 

医学の分野において、疾患を診断するために行われる画

像検査・診断は日々進化を遂げている。Multi-detector (MD) 
Computed Tomography (CT), Magnetic Resonance Imaging 
(MRI), 超 音 波 検 査 , Positron Emission Computed 

Tomography (PET)-CT 等が臨床応用され、病変の三次元

的把握および機能的評価を可能にしている。この流れは

歯科関連疾患に対しても同様である。歯科独特の口内法

エックス線画像やパノラマエックス線画像に加えて上記

モダリティが日常臨床に応用されている。更には、歯科

領域は口腔内という小さな領域が対象であるため分解能

の高い歯科用コーンビーム（CB）CT も応用されている。

歯科用CBCTの歯科医院への導入はおよそ20000台と言

われている。日本の歯科医院が 68000 であることを考え

ると 4医院に 1台は歯科用CBCTを保有していることに

なる。この新たな画像検査法は歯科分野から発明された

ものである。 

今回、我々は本学附属病院に所有しているMRI、MDCT、
超音波検査、歯科用CBCTを利用した研究及び臨床で特

に小児歯科領域で応用されているものについて報告する。

具体的には乳歯の形態を口内法エックス線画像、パノラ

マエックス線画像、CT、MRIを用いて紹介し、歯の萌出

における変化を示す。その後、小児の歯に特有の疾患に

対する各種画像検査の所見を解説する。小児歯科の領域

において日常臨床を通して発見した歯の萌出路である導

帯管の研究内容について報告する。併せて顎関節の発育

において MR 上で確認できる特殊な構造物（Double 
contour-like structure）の発見とその有効性についても報告

する。 

 
永久歯と乳歯の形態について 
成人の歯の本数は全部で 32本である。歯ごとに名称は上

下顎、左右と前から順番に1 番、2番、3番である。下顎

で右側の 6 歳臼歯は下顎右側 6 と呼ばれる。一方、乳歯

の本数は 20本である。成人とは異なる名称が付けられて

いる。上下顎、左右と前から順番に A、B、C、D、E と

呼ばれる。歯の内部構造は乳歯と永久歯は同様で、外表

はエナメル質、その内部は象牙質、歯根の周囲はセメン

ト質である。歯の中心部には血管や神経が存在する歯髄

と呼ばれる軟組織が位置している。歯と周囲骨とは歯根

膜により、関節形成している。歯槽骨の一番表層は密度

の高い皮質骨様構造で、その周囲は歯肉に覆われている。

その状態を口内法エックス線画像、歯科用コーンビーム

CT、MDCT、MRI の画像は詳細に画像化できる（図 1、
図 2）。エナメル質が、歯の表面を取り囲み、その内部に

は象牙質とセメント質を認める。歯の中心部には軟組織

である歯髄が確認できる。歯と歯槽骨との間には歯根膜

を表す 0.2 mm程度の低吸収域を認める。歯槽骨の表層は

歯槽硬線といって石灰化度の強いものが存在している。 
 

 
図 1. 歯の口内法エックス線画像、歯科用コーンビーム

CT、MDCT 像 
MRIで描出した歯及び歯周組織の画像である（図 2）。MR
では歯の硬組織は T1 強調画像、T2 強調画像とも void 
signal を示す。軟組織である歯髄はT1強調画像で筋肉と

同程度、T2強調画像で高信号である。歯根膜は不明瞭で

あるが、周囲の歯槽骨はT1強調画像で高信号を示し、栄

養管である下顎管は低信号を示す。脂肪抑制T2強調画像

では歯槽骨は無信号、下顎管は高信号を示す。 

 

図 2 歯及び歯周組織のMR像 
 
歯の交換について 
歯の石灰化や萌出の時期はおおよそ決まっている。この
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状態をパノラマエックス線画像はある程度評価できる。

乳歯は胎生期に歯胚が形成され、石灰化も生じている。2
歳 6 ヶ月で乳歯は生え揃う。一方、永久歯は 4 番の歯胚

は出生直後に形成が開始する。従って、それより前に萌

出する歯は胎生期に歯胚が形成され、それより後に萌出

するものは出生後に歯胚の形成が生じる。永久歯の萌出

は 6 歳臼歯がはじめに萌出し、以後 1、2、4、3、5 の順

番で萌出する。前から 7 番目の歯は 13 歳前後に生え揃

う。親知らずは 20歳前後に生える。 

 
歯の萌出と導帯管について 
乳歯列期では後継永久歯は歯槽骨の中に留まり、時期が

くると萌出する[1]。その萌出路は導帯管と呼ばれる。歯

科用CBCTが普及したことにより、画像化が可能となっ

た。我々の研究グループが世界に先駆け導帯管の画像化

を発表し、歯の萌出との関連性や歯原性腫瘍との関連性

について見出した[2, 3]。上顎前歯部の歯科用 CBCT の

axial 像では乳歯列の口蓋側に 6 つの楕円形骨消失領域と

して導帯管を認める[4]。Coronal及び cross section像では

導帯管が歯嚢から歯槽頂部に連続する管状の骨消失領域

として確認できる。歯の萌出に併せて導帯管は短くなる。

異常な萌出を示す歯は導帯管の走行に異常を示すものが

多くみられる。例えば、先行乳歯が癒合歯の場合、その

後継永久歯の導帯管は開口部が一つに癒合している[5]。
その結果、後継永久歯の萌出に障害が生じる。多数の永

久歯や過剰歯が埋伏する先天性疾患として鎖骨頭蓋異形

成症が有名である。この埋伏状態は導帯管を含めた歯嚢

の異常がある[6]。具体的には後継永久歯が埋伏している

状態には近接している過剰歯と後継永久歯が一つずつ一

つの歯嚢で取り囲まれ、その構造に対して一つの導帯管

しか見られない。二つの埋伏歯と一つの後継永久歯が一

つの歯嚢と導帯管で取り囲まれていることもある。その

結果、後継永久歯と埋伏歯とも多くのものに萌出障害が

生じる。 
 
顎関節部の成長発育とDouble contour-like structure 
顎関節部の正常な成長状態を MRI で観察すると下顎頭

頂部に特有のMR所見が見られる[7]。この所見が我々が

命名したDouble contour-like structureである[7]。T1強調画

像上で、下顎頭に皮質骨の存在を表す線状の無信号領域

の下方に高信号に見える領域が認める。この所見は小児

に特有で、成人のMR 像では確認できない。しかも、こ

の所見は追跡調査で消失することを確認した[8]。下顎頭

の成長とその完了を表すものと推測し、顎関節成長発育

の一指標として役に立つものと考えている。 

 
おわりに 
我々がこれまでに行ってきた小児歯科の疾患を対象とし

た画像や研究を紹介した。今後も新たな所見を発見する

ことで、更なる患者及び社会への貢献と新たな知見を見

出すことが可能であると考える。 
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